平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: 静岡大学との共同研究推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　
　　　　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　木材生産担当　電話番号：058-272-1111（内3015）

　　　　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：300千円（前年度予算額：0千円）
	事業内容


	１　事業の内容


静岡大学の共同研究課題「山側における間伐材から機能化混練型ＷＰＣ変換まで一貫したシステムの実証化研究」を推進し、市場に適合する混練型ＷＰＣ開発を実証するとともに、山側の規模を問わず間伐材から混練型ＷＰＣ変換まで一貫した事業性のあるシステムの構築を目指す。

県は、当研究に関し分野ごとに構成員が取組む間伐材の木粉化技術の開発と山側での生産システムを確立するため、当構成員と山側の構成員との調整を行う。
	２　所要経費


静岡大学との共同研究推進費　300
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
・林内に放置されていた小径木・根元材等（Ｃ・Ｄ材）を有効に利用するため、利用分野を拡大し、林業会社等による生産体制の整備を促進する。
	２　これまでの取組状況


　山側における「間伐材から機能化混練型ＷＰＣ変換まで一貫したシステム」の実証化に取り組む研究で、間伐材の調達を含め豊富な森林資源を有する本県及び県内の素材生産事業者やバイオマス加工事業者と調整を図った。
	３　これまでの取組に対する評価


　当研究で取組む木粉化技術の開発のため、県内の木質バイオマス加工事業者から試験を実施する構成員に間伐材の木粉試験体の提供を行い、ＷＰＣサンプル作成と技術の確立に着手した。

　当研究の継続した取組により間伐材から混練型ＷＰＣ変換まで一貫したシステムの構築を目指す。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	300
	0
	0
	0
	0
	0
	300
	0
	0

	決定額
	300
	0
	0
	0
	0
	0
	300
	0
	0


